
Pythonで主成分分析
専⾨演習(B)：Pythonでデータ分析⼊⾨



主成分分析（PCA）
• 多数の変数で説明されるデータ

→ 変数を合成しより少ない変数（＝主成分）でデータを説明
＝データの次元圧縮

例1）⾝⻑＋体重 → ⾝体の⼤きさ
例2）年収＋役職＋勤務先 → 社会的地位
• 主成分の意味

→ どの変数がどの程度合成されているかから利⽤者が推定



準備



必要なライブラリのインストール
• 主成分分析に必要なライブラリ
• numpy

• 数値演算⽤のライブラリ（特に⾏列演算）
• scipy

• 科学技術計算⽤のライブラリ
• scikit-learn

• 機械学習とデータマイニング⽤のライブラリ
• matplotlib

• 主に2次元のグラフ描画⽤ライブラリ

• インストール⼿順（⻘字が⼊⼒）

ユーザ領域にインストールするために必要



演習⽤データの⼊⼒
• Excelで下のデータの数値部分を⼊⼒ → CSV形式で保存

（Pythonのプログラムと同じ場所に保存すると良い）
名前 算数 理科 国語 英語 社会
⽥中 89 90 67 46 50
佐藤 57 70 80 85 90
鈴⽊ 80 90 35 40 50
本⽥ 40 60 50 45 55
川端 78 85 45 55 60
吉野 55 65 80 75 85
⻫藤 90 85 88 92 95



CSV形式
• CSV＝Comma Separated Values

→ コンマ区切りの値
• コンマと改⾏で区切られたテキストデータ



対話モードで主成分分析



Pythonの起動
• 何はともあれまずはPythonの起動

Pythonの対話⽤プロンプト



必要なライブラリの読み込み
• numpyの読み込み（numpyだと⻑いから名前をnpで読み込み）

• 主成分分析⽤ライブラリ（scikit-learnの⼀部）を読み込み



データの読み込み
• numpyを利⽤してCSVファイルを読み込み

• データラベルを別に⽤意
（⽇本語はちょっと扱いが⾯倒なので今回はローマ字）

テキストデータの読み込み 区切り⽂字＝コンマ



データの確認
• 全てのデータの確認

• 特定の⼈のデータを確認
※単に変数名を⼊⼒すると内容を表⽰する



主成分分析の準備
• 主成分分析器の⽤意

［PCAのオプション］
• n_components

• 主成分を幾つ求めるか（個数：上の例では2）
• 'mle' を指定すると最尤推定により個数を⾃動的に求める
• 0〜1の間の実数を指定すると累積寄与率がその値になるまで主成分を求める

• whiten
• ⽩⾊化を⾏うかどうか（True|False）



主成分分析の実⾏
• 主成分分析の実⾏

• 主成分の数の確認



主成分分析の確認
• 寄与率の確認

• 因⼦負荷量の確認



寄与率
• 寄与率
• 端的に⾔えば各主成分の重要性を表す
• 各主成分によって説明できるデータの割合を表す

→ 全ての主成分の寄与率を⾜し合わせると1.0になる
• 累積寄与率
• 主成分の寄与率を⾜し合わせたもの
• 選択した複数の主成分によって説明できるデータの割合を表す

2つの主成分で95.67%のデータが説明できる



因⼦負荷量
• 各変数の各主成分への影響⼒ → 各主成分の意味の推定

［実⾏例の解説］

第1主成分

第2主成分

第1変数
（算数）

第2変数
（理科）

第3変数
（国語）

第4変数
（英語）

第5変数
（社会）

国語，英語，社会の負荷量が⾼い → 第1主成分は⽂系科⽬に関係あるかも



データの次元圧縮
• データを主成分空間に写像＝次元圧縮

• 次元圧縮後のデータを確認



データをプロットしてみる



データプロット⽤ライブラリの読み込み
• matplotlibの読み込み

• 対話モード

• プロット⾯のクリア



次元圧縮後のデータをプロットする
• ⾊の設定

• データのプロット

• 凡例の表⽰

第1主成分をx軸 第2主成分をy軸



プロット例
• 因⼦負荷量からの意味づけ
• 第1主成分＝⽂系科⽬
• 第2主成分＝理系科⽬

• 理系が強い → ⻫藤
• ⽂系が強い → 川端
• どちらもそこそこ → 佐藤，吉野
• どちらもいまいち → その他

第1主成分

第
2主

成
分

Saito

Sato

Tanaka

Honda

Suzuki

Yoshino

Kawabata

※データラベルは後で追記しています。


